
昨
年
４
月
の
選
挙
で
は
、
「
四
輪
ク
ド

ウ
エ
ン
ジ
ン
全
開
」
と
、
市
内
を
駆
け
巡

り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
理
解
・
ご
支
援
で

五
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
間
も
な
く
一
年
で
す
。
今
元
気
い
っ

ぱ
い
、
北
本
市
の
ま
ち
づ
く
に
参
与
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
会
派
市
民
の
力
は
、
前
期
の
日
高
議
員
と

の
２
人
か
ら
、
新
人
の
桜
井
卓
議
員
が
加
わ
り
、
３

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
会
派
市
民
の
力
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
「
住
民
目
線
」
と
「
生
活
者
起
点
」

を
理
念
に
、
住
民
福
祉
と
教
育
、
子
ど
も
子
育
て
・

若
者
女
性
を
主
役
に
、
持
続
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
あ
る
北

本
市
の
建
設
に
向
け
て
議
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

北
本
市
は
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
。
北
本
市
の
将
来
に
多
く
の
市
民
が
ご
心
配
さ

れ
て
い
る
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
傾

向
は
す
べ
て
の
自
治
体
が
背
負
う
、
避
け
て
通
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
人
口
増

加
だ
け
で
な
い
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
、
住
み
慣

れ
た
こ
の
地
で
安
心
し
て
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
、
工
藤
日
出
夫
は
、
「
人
間
尊
重
の
ま
ち
」
、

「
命
が
守
ら
れ
る
ま
ち
」
、
「
安
心
医
療
の
ま
ち
」
、

「
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
」
、
「
高
齢
者
が
安
心
で
き

る
ま
ち
」
、
「
若
者
の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
ま
ち
」

を
政
治
活
動
の
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験

を
若
い
二
人
に
伝
え

な
が
ら
、
と
も
に
力

を
合
わ
せ
、
三
宮
市

政
を
支
え
つ
つ
も
、

議
案
に
は
是
は
是
、

否
は
否
と
毅
然
と
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
二

期
目
を
迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
期
目
は
「
市
民
の
声
を
市
政
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
工
藤
議
員
の
下
、
常
に
市
民
目
線
で
考
え

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
成
果
（
？
）
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
ワ
コ
ー
レ
や
朝
日
地
域
だ
け
で

は
な
く
、
京
王
団
地
や
マ
リ
オ
ン
を
始
め
他
地
域

の
方
々
よ
り
ご
相
談
や
ご
提
案
を
い
た
だ
く
機
会

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
等
で
取
り
上
げ

る
案
件
が
増
え
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
持
ち
時
間
内
に
解
決
で
き
ず
、
反
省
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

去
年
の
12
月
議
会
で
は
、
以
前
よ
り
多
く
の
議

員
が
取
り
上
げ
て
き
た
「
石
戸
下
踏
切
」
の
拡
幅

を
質
し
、
今
年
度
予
算
に
て
踏
切
西
側
の
市
道
拡

幅
が
計
上
さ
れ
、
一
歩
前
進
し
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
議
会
で
「
北
本
市
部
設
置
条
例
の

一
部
改
正
」
が
承
認
さ
れ
、
４
月
か
ら
「
市
長
公

室
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
我
々
「
市
民
の
力
」
は
、

組
織
機
能
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
不
充
分
、
と
指

摘
し
反
対
と
し
た
こ
と
か
ら
、
３
月
議
会
で
、
市

長
公
室
の
設
置
に
つ
い
て
再
び
質
す
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
３
月
議
会
で
の
一
般
質
問
が

コ
ロ
ナ
問
題
で
取
り
下
げ
た
こ
と
か
ら
、
企
業
経

験
の
豊
か
な
市
民
と
共
に
市
長
に
直
接
面
談
を
申

し
入
れ
、
職
員
も
交
え
組
織
機
能
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
運
営
を
求
め

ま
し
た
。
三
宮
市
長
に
は
理
解
頂
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
新
年
度
の
組
織
運
営
を
期
待
し
つ
つ
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

二
期
目
を
迎
え
、
決
意
も
新
た
に
「
市
民
の
声

を
市
政
へ
」
伝
え
る
た
め
に
、
皆
さ
ま

の
代
弁
者
と
な
り
、
活
動
し
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
初
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
温
か
い
叱
咤
激
励
を
頂
戴

し
な
が
ら
一
年
間
活
動
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
市
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
３
回

の
一
般
質
問
を
行
い
、
学
童
保
育
に
お
け
る
保
育

の
質
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
確
保
、
台
風
十
九
号
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た

災
害
対
策
の
見
直
し
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
九
月
の
定
例
会
で
は
会
派
を
代
表
し

て
決
算
に
関
す
る
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
三
月
の
定
例
会
は
一
般
質
問
が
取
り
下
げ
と
な

り
ま
し
た
が
、
小
中
学
校
を
臨
時
休
校
と
し
た
経

緯
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
緊

急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源
組
合
議
員
と

し
て
、
組
合
の
定
例
会
で
も
毎
回
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

新
施
設
建
設
等
特
別
委
員
会
の
委
員
に
も
選
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
矢
先
に
正
副
管
理
者
（
三
市

の
市
長
）
に
よ
り
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
が
白

紙
解
消
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
市
長
に
対
し
て
は
、
白
紙
解
消
と
な
っ
た
経

緯
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
丁
寧
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
議
会
決

議
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
環
境
負
荷
や
コ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け

抑
制
で
き
る
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、
会
派
と
し

て
も
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
会
以
外
で
は
、
会
派
や
個
人
で
議
会
報
告
会

を
開
催
し
た
ほ
か
、
不
定
期
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
通
信
を
発
行
し
、
北
本
駅
や
本
町
・
西
高
尾
を

中
心
に
配
布
し
て
い
ま
す
（
通
算
第
10
号
ま
で
）
。

私
の
活
動
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
詳
し
く
お
伝
え
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。(

h
t
t
p

://sakuraisuguru.jp/)

会派市民の力幹事（会計）。総務文教常任委員会委員、広報広聴委員会副委員長、北本地区衛生

組合議会議員、鴻巣行田北本環境資源組合議会議員、（高尾１丁目/１期目）桜 井 卓

日 高 英 城 会派市民の力幹事（副代表）。健康福祉常任委員会委員、議会運営委員会副委員長、県央広域一

部事務組合議会副議長、北本市土地開発公社理事。（朝日２丁目ワコーレ/２期目）

工 藤 日 出 夫
会派市民の力代表。北本市監査委員。建設経済常任委員会委員、桶川北本水道企業団議会議

員、鴻巣行田北本環境資源組合議会議長。（東間５丁目サンマンション/５期目）
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発行者/会派 市民の力 代表 工藤日出夫

事務所/北本市本町1-111議会事務局議員控室

電 話/048-542-3725/090-4610-0226（代表：工藤）

私たちは、北本市議会会派「市民の力」です。工藤日出夫、日高英城、桜井卓

の３人です。会派「市民の力」機関紙を発行しましたのでご覧ください。

３月定例議会コロナウイルス対策で会期延長し27日全議案議決し閉会

三宮市長初予算編成！選挙公約への目ぼしい対応見
えずオンリーワンのまちづくりの実現に懸念。会派
としてオリ・パラ事前キャンプ誘致、南部整備基金
当初予算対応等に課題を呈し賛成しました!!

北本市議会令和２年第１回定例会は、２

月25日開会３月19日閉会で始まりましたが、

「コロナウイルス感染防止」で27日まで会

期を延長し、３月3日から5日までを休会。

そのため、日程が窮屈になり一般質問の通

告者18名が取り下げました。また、休会前

の２日の議案質疑の後、コロナウイルス対

策への緊急質問を行いわが会派から日高、

桜井の両議員が質問しました。

今定例会について報告します。

●令和２年度予算について
一般会計は、204億3,900万円（前年比２

億1,700万円増）。５特別会計予算合計132

億9,317万円、企業会計（下水道）予算18

億3,465万円で総計355億6,682万円（右上

表：前年比４億6,272万円増）です。

歳入の主なものは、自己財源の主力であ

る市税86億5,200万円(前年比△6,431万円)。

地方交付税22億1,600万円(前年比1億3,900

万円）、地方消費税交付金13億9,100万円

(前年比2億9,400万円)、国庫金31億3,539

万円(前年比1億9,900万円)、市債13億5,90

0万円（前年比△１億2,680万円）などです。

しかし、消費増税と今春発生した「新型

コロナウイルス感染拡大」で、経済が低迷

しています。経済状況によって市税等に影

響が出ることが懸念されます。

手堅い予算でインパクト・メッ
セージ性不足否めず…

歳出を見ると、三宮市長の選挙公約の目

ぼしい新規事業は見当たらず、継続事業の

拡充の手堅い印象です。市長が選挙で訴え

た「ピンチをチャンス」には、継続でシティ

プロモーション事業（1,100万円）の拡充、

オリンピック・パラリンピック事前キャン

プ誘致事業（５千万円：自己財源４千万円）、

ごみ施設基金（１億円）と答弁しました。

オリパラは、アルジェリアのパラリンピッ

ク選手・役員の宿泊費に一人７千円を上限

に補助、成田⇒北本、北本⇒選手村の移動

交通費等の経費です。障がいスポーツの普

及と国際交流そして青少年に夢を与えるの

が誘致目的と答弁されました。

また、市長公約のデマンドバスのエリア

拡大については、鴻巣市と桶川市の病院へ

の拡大が予算化されました。

●市長の重点公約先送りに憂慮
新駅含む南部地域整備基金に当初予算に

５千万円（昨年度当初は500万円）計上し

ました。新駅及び南部地域開発事業計画の

ない中で、貴重な財源を投資的事業に充て

ないで、固定化することに問題提起しまし

た。決算後の剰余金で十分対応できます。

オリパラ４千万円、基金５千万円の投資

財源を、三宮市長公約の「子ども若者女性

１億円プロジェクト」や「教育改革市民会

議の設置」、「駅東口駅前広場屋根設置」

の事業化に投資すれば、“１億円プロジェ

クト”は若者・女性へ。“教育改革市民会

議設置”は子育て世代へ、“駅前整備”は

通勤者にインパクトとメッセージを発信で

きたはず。公約先送りを憂慮しています。

●久保区画整理事業の見直しは
久保区画整理事業は、事業開始から20年

が過ぎ、進捗率は43％です。現在、デーノ

タメ遺跡保存との共存を目指し見直しを始

めていると答弁。どう

共存させるのか。解答

を出すのは難しそうで

す。方針を決め、先ず

は地権者の意向確認で

はと提案しました。

●栄小学校廃校へ

市立栄小学校の廃校に関する条例が提出さ

れました。総務文教常任委員会では、子ども

たちの意見を聴く手続きが不十分なことから

「否決すべきもの」としましたが、本会議で

可決されました。

令和3年3月末をもって廃校されます。栄小

学校の児童は、廃校後は石戸小学校へ通学す

ることになります。

●新コロナウイルス対策への緊
急質問
桜井議員は、学校を休校する一方で学童保

育室を開室することとした経緯について質問

しました。教育長は「子どもたちに決して感

染を広げない」という市長の思いから休校を

決断したと答弁しましたが、大規模化した学

童で密集した状態で保育を行えば感染リスク

が高まります。学校・学童

双方の利用状況を見ながら

感染リスクを最も抑えられ

る方法を検討するようお願

いしました。また、日高議

員は、事業者への経済的支

援や個人への所得補償、市

内介護施設等高齢者や障害者への周知や感染

対策等について質問しました。

●ごみ処理新施設白紙について
12月12日の正副管理者会議で、新施設建設

協議を白紙とすることを受け、鴻巣行田北本

環境資源組合の解散(北本市が離脱)の議決が

３月２日の本会議で行われ、正式に白紙にな

りました。今後は、当分吉見の焼却施設でこ

れまで同様に処分されます。新施設の建設は、

あらゆる可能性が検討されます。

工

藤

日
出
夫

日

高

英

城

桜

井

卓

令和２年度一般会計及び特別会計総括表


